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　明けましておめでとうございます。会員の皆様に
おかれましては、健やかに新年をお迎えになられた
こととお慶び申し上げます。
　本年の干支は、「甲辰（きのえたつ）」です。「甲辰」
は、「成功という芽が成長していき、姿を整えていく」
という意味があるそうです。日進月歩の医療界にお
いて、本年は特に様々な変化を迎える、まさに画竜
点睛とも言うべき年であります。今後の医療の発展
に向けて、日本医師会は本年も尽力してまいります。
　本年夏頃に新紙幣が発行予定ですが、新千円札の
肖像には、日本医師会初代会長の北里柴三郎先生が
採用されました。近代日本医学の礎を築いた北里先
生は予防医学の重要性を説かれておりますが、我々
もこの北里先生の志を受け継ぎ、治療を中心とした
医療のみならず、予防・健康づくりにも引き続き貢
献してまいります。
　組織強化につきましては、日本医師会が令和５年
度より実施した医学部卒後５年目までの会費減免の
ほか、本会常勤役員による都道府県医師会役員の訪
問・面会など、本会が実施する様々な取り組みに対
し、各地域医師会の多大なるご理解とご協力を得る
中で、その活動を深化してまいりました。こうした
取り組みの結果、会員数も増加し、昨年８月には初
めて17万５千人を超えるに至りました。より多くの
先生方と共にわが国のより良い医療を実現するた
め、引き続き組織強化に向けた活動を展開してまい
ります。
　また、患者さんの受ける診療・治療は一連のもの
であり、医療は各団体の連携によって支えられてい
ます。日本医師会、日本歯科医師会、日本薬剤師会
の三師会、さらに、日本病院会、全日本病院協会、
日本医療法人協会、日本精神科病院協会の四病院団
体協議会などの各種医療関係団体とともに、医療界
は一体・一丸となって、これからも国民の生命と健
康を守ってまいります。
　令和６年度診療報酬改定につきましては、「現下
の雇用情勢も踏まえた人材確保・働き方改革等の推
進」、「ポスト2025を見据えた地域包括ケアシステム
の深化・推進や医療DXを含めた医療機能の分化・
強化、連携の推進」、「安心・安全で質の高い医療の
推進」、「効率化・適正化を通じた医療保険制度の安
定性・持続可能性の向上」、以上４つの視点のもと
で行われることになっています。また、診療報酬改
定DXの推進に向け、医療機関・薬局等やベンダー
の集中的な業務負荷を平準化するため、今回より施
行時期が変更されます。その際には医療機関の負担
軽減や効率化をするための取り組みも必要ですの
で、施行時期の後ろ倒しに伴う課題解決に向けて取
り組んでまいります。
　一方、本年４月からは医師の働き方改革の新制度
が施行され、医師の時間外労働の上限規制が開始さ
れます。医師の働き方改革では、「医師の健康確保」、

「地域医療の継続性」、「医療・医学の質の維持・向
上」の３つの重要な課題にしっかりと取り組むこと
が重要です。日本医師会は、厚生労働省から指定を
受けた医療機関勤務環境評価センターの業務を中心
に医療機関および勤務医の先生方を支援してまいり
ます。
　新型コロナウイルス感染症は、昨年５月に感染症
法上の位置づけが５類感染症に変更されました。わ

が国は、国際的に見ても、コロナによる人口当たり
死亡者数や陽性者の致死率の低さなど、相当の医療
実績を積み上げてきました。これは会員の皆様をは
じめとする全国の医療機関の先生方による懸命な対
応の賜物と考えております。深く感謝申し上げます。
特に、診療所で対応したコロナ患者及びコロナ疑い
患者数は約7,700万人にのぼるうえ、新型コロナウ
イルス感染症対応における外来対応医療機関（診
療・検査医療機関）の数は約５万となりました。さ
らに、これまでの新型コロナワクチンの接種回数は
約４億３千万回に達しました。
　昨年11月には、厚生労働省と本会を含め８つの医
療関係団体とともに「ポストコロナ医療体制充実宣
言」を公表し、次の感染症拡大への備えを先手先手
で実施するため、新興感染症対応と医療DXの推進
を集中的に進めることを表明いたしました。
　また、本年４月より、改正感染症法に基づく、医
療措置協定が施行されるとともに、第８次医療計画
が開始されます。日本医師会といたしましても、診
療所の新興感染症への対応力を一層高めることを目
的に、地域医師会のためのモデル研修を本年３月に
実施予定です。
　会員の先生方におかれましては、日頃から地域に
どっぷりつかり、地域住民の健康を守るため、様々
な活動を通じて地域を面として支えていただいてお
り、地域医師会はそうした活動に深く関与しておら
れます。昨年より、国民の皆さんにそうした医師会
活動を知ってもらうため、「地域に根ざした医師会
活動プロジェクト」を開始しました。その一環とし
て、昨年10月に「有事の医師会活動～地域、住民を
守る活動～」をテーマとしたシンポジウムを開催し、
大規模災害時やコロナ禍での医師会活動について情
報を発信いたしました。本年３月に第２回のシンポ
ジウムを予定しておりますが、今後も引き続き当該
プロジェクトを進めてまいります。
　昨年も国内では、地震や台風、豪雨など、全国各
地で大きな被害がもたらされました。これらの災害
によって被災された皆さまに、心からお見舞い申し
上げます。
　また、ロシアによるウクライナ侵攻、イスラエル
とハマスの対立、隣国の脅威など、国際的にも予断
を許さない状況にあり、さらに地球温暖化等による
異常気象の影響等も注視していく必要があります。
災害対策基本法上の指定公共機関である日本医師会
は、今後とも大規模災害に備えて、組織づくりや災
害医療研修の実施等の準備体制をさらに進めてまい
ります。
　また、医療DXは、日本医師会が目指す「国民・
患者の皆様への安心・安全でより質の高い医療提供」
と「医療現場の負担軽減」の実現に資するものでな
ければなりません。また政府に対しては、サイバー
セキュリティ対策も含めた、医療DXに掛かるコス
トに対する公的支援の拡充、並びに現場の負担軽減
に向けた取り組みと情報発信を引き続き求めてまい
ります。
　新しい年が会員の先生方お一人お一人にとって充
実した幸多き年となりますことを祈念申し上げ、年
頭に当たってのごあいさつといたします。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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